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《
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
》 

【
当
局
】 

ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
あ
た
っ

て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
西
神
・
山
手
線
全

駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
が
令
和
５
年

度
に
完
成
済
み
で
あ
り
、
車
両
に
ワ
ン
マ

ン
運
転
に
必
要
な
機
能
の
追
加
、
車
両
の

停
止
位
置
精
度
の
向
上
、
関
連
す
る
地
上

設
備
の
改
造
や
設
置
に
つ
い
て
、
令
和
７

年
末
に
は
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
乗

務
員
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
向
け
た
習
熟

等
を
図
っ
た
う
え
で
、
令
和
８
年
３
月
を

目
途
に
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
を
行
う
と
と
も

に
、
車
掌
業
務
の
廃
止
に
合
わ
せ
た
配
置

転
換
を
行
う
。 

 

ま
た
、
①
車
庫
体
制
の
見
直
し
及
び
ワ

ン
マ
ン
運
転
化
を
見
据
え
た
ダ
イ
ヤ
改

正
、
②
運
転
士
の
習
熟
訓
練
の
実
施
、
③

車
掌
業
務
の
廃
止
に
合
わ
せ
た
車
掌
及
び

高
年
齢
者
等
を
含
め
た
運
転
士
の
駅
へ
の

配
置
転
換
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
く
。

勤
務
労
働
条
件
に
係
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

【
組
合
】 

７
月
29
日
の
対
局
団
体
交
渉

で
、
組
合
か
ら
高
速
対
策
委
員
会
を
開
催

す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
る
が
、
あ
れ
か

ら
半
年
経
過
し
、
方
向
性
の
説
明
が
あ
る

こ
と
自
体
問
題
で
あ
る
。 

 
西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン
運
転
は
、

北
神
線
や
海
岸
線
に
比
べ
る
と
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
疲
労
が
大
き
く
増
し
、

安
全
・
安
心
な
運
行
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
を
本
当
に
理
解
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
だ
け
で
な
く
、
運
輸

関
係
で
は
、
車
掌
や
高
齢
者
等
の
運
転
士

の
配
置
転
換
や
再
任
用
職
員
の
運
輸
事
務

職
員
の
業
務
の
見
直
し
、
技
術
関
係
で

は
、
車
庫
体
制
の
見
直
し
な
ど
、
勤
務
・

労
働
条
件
に
大
き
く
か
か
わ
る
内
容
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
約
１
年
後

に
実
施
す
る
内
容
も
あ
り
、
あ
ま
り
に
も

安
易
に
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
当
局
】 

西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン

化
は
、
こ
れ
ま
で
内
部
で
検
討
を
重
ね
て

議
論
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
１
月
29
日
に
対
局
交
渉
を
行
い
、
当
局
よ
り
、
「
西
神
・
山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン

運
転
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
な
ど
の
提
案
を
受
け
、
組
合
か
ら
、
西
神
山
手
線

の
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
に
つ
い
て
は
、
協
議
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
早
急
に
高
速

対
策
委
員
会
を
開
催
す
る
よ
う
申
し
入
れ
、
人
事
給
与
制
度
改
革
の
現
業
職
４
級

の
役
職
段
階
別
加
算
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

対局交渉（１月２９日） 

 

今
回
お
示
し
し
た
方
向
性
を
も
と
に
、
今

後
、
勤
務
労
働
条
件
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
関
係
す
る
支
部
も
含
め
て
、
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。 

【
組
合
】 

関
係
支
部
で
協
議
を
進
め
て
い
く

た
め
に
も
、
早
急
に
高
速
対
策
委
員
会
を
開
催

す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
。 

 

《
地
下
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う 

 
 
 
 
 
 

勤
務
時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て
》 

【
当
局
】 

西
神
・
山
手
線
、
北
神
線
の
ダ
イ

ヤ
改
正
を
令
和
７
年
３
月
15
日
（
土
）
の
始
発

よ
り
実
施
す
る
。 

 

こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
西
神
車
庫
の
廃
止
及

び
谷
上
車
庫
の
運
用
開
始
に
伴
う
車
庫
体
制
の

見
直
し
に
伴
い
、
運
行
本
数
を
変
更
す
る
と
と

も
に
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
際
に
必
要
と
な
る
運

転
士
の
作
業
時
間
と
、
乗
降
客
の
利
用
実
態
に

即
し
た
乗
降
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
西
神
中
央
駅
か
ら
三
宮
駅
ま

で
の
所
要
時
間
が
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
等
に

お
い
て
約
１
分
長
く
な
る
。
最
終
電
車
の
西
神

中
央
駅
到
着
が
約
１
分
遅
く
な
る
こ
と
か
ら
、

隔
勤
勤
務
者
の
勤
務
終
了
時
間
を
見
直
す
。
実

施
時
期
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
令
和

７
年
３
月
15
日
（
土
）
と
す
る
。 

【
組
合
】 

西
神
・
山
手
線
、
北
神
線
の
全
駅

に
可
動
式
ホ
ー
ム
策
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

ツ
ー
マ
ン
運
行
し
て
い
て
も
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
間
帯
で
お
客
様
の
乗
降
だ
け
で
２
～
３

分
遅
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
ワ
ン
マ
ン
運
転

の
作
業
時
間
も
含
め
て
１
分
延
長
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
戸
挟
み
等
の
お
客
様
の
安
全
を

優
先
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
余
裕

を
持
っ
た
ダ
イ
ヤ
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
当
局
】 

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
西
神
・

山
手
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
も
見
据
え
て
の
対
応
で

あ
り
、
現
在
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
実
施
し
て
い
る

路
線
の
標
準
作
業
手
順
等
を
鑑
み
て
、
必
要
な

時
分
を
確
保
し
て
い
る
。 

【
組
合
】 

西
神
・
山
手
線
、
北
神
線
の
乗
務

員
の
仕
業
や
勤
務
時
間
の
見
直
し
、
隔
勤
勤
務

職
員
の
勤
務
時
間
の
変
更
な
ど
、
勤
務
労
働
条

件
に
関
わ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
十
分

に
協
議
を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
る
。 

 
 《

人
事
・
給
与
制
度
改
革
（
案
）
に
つ
い
て
》 

【
組
合
】 

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
確
立
の
う
ち
、

現
業
職
４
級
の
期
末
勤
勉
手
当
の
役
職
段
階
別

加
算
に
つ
い
て
、
４
級
在
職
８
年
以
上
（
50
歳

以
上
は
４
年
以
上
）
の
職
員
に
７
・
５
％
が
加

算
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
乗
務
主
任
・

師
範
運
転
士
・
主
任
技
士
・
主
任
運
転
士
・
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
職
員
の
み
７
・
５
％
と
す

る
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
提
案
に
お
い

て
、
４
級
職
員
は
、
下
位
の
職
務
の
級
に
属
す

る
職
員
に
対
し
て
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
４
級
職
員
が
果
た
す

役
割
は
、
引
き
続
き
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
従
前
ど
お
り
４
級
在
職
８
年
以
上
の

職
員
が
７
・
５
％
と
な
る
よ
う
、
改
め
て
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。 

【
当
局
】 

「
交
通
局
人
事
・
給
与
制
度
改
革

（
案
）
」
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
確
立
に
つ
い

て
申
し
入
れ
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
「
現
業

職
４
級
の
期
末
勤
勉
手
当
の
役
職
段
階
別
加
算

の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
か
ら

の
実
施
を
見
送
り
、
引
き
続
き
協
議
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 
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２０２５新春旗開き（１月２０日） 

２
０
２
５
新
春
旗
開
き
に
は
、
神
戸
市
交
通
局

よ
り
城
南
交
通
事
業
管
理
者
、
自
治
労
兵
庫
県
本

部
よ
り
戎
副
執
行
委
員
長
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
激
励
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

旗
開
き
の
開
催
に
先
立
っ
て
、
五
百
旗
頭
執
行

委
員
長
よ
り
「
市
民
の
足
を
守
る
と
の
強
い
思
い

を

も

っ

て

市

バ

ス
・
地
下
鉄
の
運

行
確
保
に
努
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
自
ら
の
職

場
は
自
ら
で
守
る

と
い
う
基
本
ス
タ

ン
ス
の
も
と
、
誰

も
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備

に
む
け
て
、
全
組

合
員
が
一
丸
と
な
り
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
」
と
、
力
強
い
挨
拶
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

旗
開
き
終
了
後
に
行
わ
れ
た
、
第
６
回
中
央
委

員
会
で
は
、
報
告
の
部
、
議
案
の
部
と
も
に
満
場

一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【Ａグループ】 特等：５万円程度の商品     １名  

・高速乗務支部 山本 渚 

【Ｂグループ】 １等：３万円程度の商品     １名   

・車両支部   栗林 真 

【Ｃグループ】 ２等：２万円程度の商品     ２名 

・石屋川自動車支部 小林 良正 

・石屋川自動車支部 安田 栄作 

【Ｄグループ】 ３等：１万円程度の商品     ３名  

・高速駅務支部 千川 宏幸 

・高速乗務支部 中川 貴彦 

・高速技術支部 岡  義行 

新春恒例！お年玉プレゼント企画 当選者発表（敬称略） 
【Ｅグループ】 ４等：５千円程度の商品      １０名  

・中央自動車支部  橋本 勝美 

・石屋川自動車支部 田中 健一 

・高速駅務支部   田中 康博 

・車両支部     山本 幸男 

・高速技術支部   植前 修  

・高速技術支部   藤井 弘視 

・高速乗務支部   蔀  啓司 

・高速乗務支部   田端 誠  

・高速乗務支部   河内 義文 

・高速乗務支部   美田 勇二                

【５等】   クオカード １０００円分    ５０名 

【高速駅務支部】 

・平山光夫・西田静二・岩槻健太・山根照久・清水龍太 

・佐柳こころ・鎗本拓也・寺田沙輝・瀧下佳代・山本剛 

・水本宏寿・大田博明・中谷孝浩 

【高速乗務支部】 

・舟川宗汰・森良太・井戸亮太・植田浩一・末永元気 

・坂本隼一・前田康治・久川晃一・溝端清孝・大塚修弘 

・野龍矢・濱崎聖也・木戸肇・有馬乃子・福岡裕之 

【高速技術支部】 

・増谷有造・新里亮輔・富田尚俊・安福恭介・成田尚樹 

・中村一彦・松本嵐士・藤田博 

【石屋川自動車支部】 

・徳田真介・桑原侑造・本岡太一・熊本哲也 

【本局支部】 

・小林拓矢・亀井全人・松浦功 

【車両支部】 

・小西博文・栗原伊知朗・西村申一郎 

【垂水自動車支部】・二瓶官志・山本マリオ 

【中央自動車支部】・鈴木典・池水利尚 

 

応募総数６２２名の中から、以上の方々が当選されました。 

たくさんのご応募ありがとうございました。 

【ご来賓のみなさま】 

神戸市交通局 

 城南 雅一 事業管理者 

自治労兵庫県本部  

 戎  剛  副執行委員長   

神戸市労働組合連合会    

 北川 学  執行委員長    

兵庫県議会 

 黒田 一美 議員 

神戸市会 

 よこはた 和幸 議員 

神戸市会 

 かじ 幸夫 議員        

新年挨拶を行う五百旗頭執行委員長 


